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一
九

無
性
性

か
ら
事
事
無
礙
ま

で

―
真
諦
三
蔵
と
初
期
別
教

一
乗
の
教
学
―

大

竹

晋

智
假

『五
十
要
問
答
』
三
性
三
無
性
義
ぽ

、
真
諦
訳

『摂
大
乗
論
釈
』

の
三
無
性
を
釈
し
、
「三
性
不
有
、
成
其
無
性
。
由
自
体
定
自
、
非
有
・

有

・不
二

・不
尽
、
離
分
別
故
」
(大
正
四
五
・五
二
四
b
)
と
述
べ
る
。

「自
体
定

自
、
非
有

・
有

・
不
二

・
不
尽
」
と
は
、
真
諦
訳
が
三
無
性

を

一
体

の
非
安
立
真
如
と
し
、
有
性

(分
別
性
・依
他
性
)
に
非
ず
無
性

(無
相
性

・
無
生
性
)
に
非
ざ
る
無
性
性

と

す

る

こ

と
を
指
す
。
而
し
て
こ
れ
は
、
『十
地
経
論
』
初
地
の
経
偶
、

自
体
本
来
空

有
不
二
不
尽

遠
離
於
諸
趣

等
同
浬
薬
相

非
初
非
中
後

非
言
詞
所
説

出
過
於
三
世

其
相
如
虚
空

(大
正
二
六

・
一
三
三
a
)

の
冒
頭
二
句
の
取
意
で
あ
る
。
智
假
は

『十
地
経
論
』
初
地
見
道

の
真

如
を
、
『
摂
大
乗
論
釈
』
の
無
性
性
と
解
し
た

の
で
あ
る
。
『捜
玄
記
』

も

「『論
』
云
、
自
体
空
者
有
。
此
成
無
性
性
也
」
と
し

(大
正
三
五

・

六
三
c
)
、
初
地
の
所
得
を

「唯
識
三
無
性
理

「
と
す
る

(同
・五
三
c
)。

智
撮

『孔
目
章
』
唯
識
章

の
結
論
部
、
「帰
成
第

一
義
無
性
性

は
、

「諸

法

非

有

、
唯

一
真

如

、

無

我

実

性

、

以
為

究

寛

。

此

是

三
乗

義

」

(大
正

四
五

・
五
四
七

c
)
。

と

い
う

。

こ
れ

は
諸
法
を

「非
有
」
と
分
別
し
、

「非
有

・
有

・
不
二

・
不
尽
、
離
諸

分
別
」
な
る
無
性
性
に
至
ら
ぬ
者
を
、
三
乗
と
し
た
の
で
あ
る
。
智
撮

は
無
性
性
を
、
『華
厳
経
』
の
真
如
と
し
て
別
教

一
乗
に
含
め
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
終
教
を

「自
非
究
寛
」

「由
在
名
言
語
境
界
故
」

(同

・

五
四
七
b
)
と
す
る
の
も
、
終
教
が
諸
法
を

「真
如
」
と
言
語
安
立
す

る
の
を
、
非
安
立
な
る
無
性
性
か
ら
見
て
究
寛

に
非
ず
と
し
た
の
で
あ

る
。
頓
教
も
絶
言
で
あ
る
が
、
頓
教
が
究
寛
な

の
で
は
な
い

(な
お
『起

信
論
』
は
絶
言
真
如
も
説
く
が
故
に
頓
教
に
も
収
む
と
す
る

『五
教
章
』
の
説

は
、
智
撮
の
説
で
あ
ろ
う
。
同

・
四
八

一
c
)
。
法
蔵

『探
玄
記
』
が
、
無

分
別
智

の
相
分
見
分

の
有
無
に
つ
き
、
「『
唯
識
論
』
中
、
或

(護
法
)

云
、
有
智
無
境
。
以
真
絶
相
故
。
或

(安
慧
)
云
、
双
混
。
以
境
智
相

如
故
。
今
弁
四
句
皆
得
」
(大
正
三
五

・
二
八

一
c
)
と
、
別
教
は
有
無

の
四
句
分
別
を
皆
得
る
と
す
る
の
も
、
『華
厳
経
』
の
真
如
が
無
性
性

で
、
有
無
が
決
定
し
な
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
経
偶
中
間

の

「非
初
非
中
後
」
は
、
『
五
十
要
問
答
』
(大
正
四

五
・五
二
六

a
、
五
二
八

c
)
『孔
目
章
』
(同
・
五
六
二
b
)
に

一
乗
の
断
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無
性
性

か
ら
事
事
無
礙

ま

で

(大

竹
)

二
〇

惑

と

し

て
、

『
一
乗

十

玄

門

』

(
同

・五

一
八

a
)

に
初

心

成

仏

と

し

て
引

か
れ

る
。
ま

た
最

後

の

「
出

過

於

三

世

」

「其

相

如

虚
空

」
は
、
論

文

に
、

云
何
依
。
偶
言

「出
過
於
三
世
」
。
転
依
止
、
依
止
常
身
故
。
非
如
無
常
意
識

智
依
止
無
常
因
縁
法
。

(大
正

二
六

・
一
三
三
b
)

云
何
解
脱
。
偶
言

「其
相
如
虚
空

」
。
無

一
切
煩
悩
障
礙
故
。

(同
)

と

釈

さ

れ
、

『孔

目

章

』

唯

識

章

は
、

『
地
論
』
云
、

「十
地
転
依
止
、
依

止
常
身
故
。
非
如
無
常
意
識
智
依
止
無
常

因
縁

法
」
。
拠
此
文
証
、
初
地
、

即
捨
頼
耶
。

(大
正

四
五

・
五
四
七

a
)

心
相

即
空
故
、
無
所
滅
、
是
名
為
滅
。
故

『
地
論
』
、

「云
何
滅

。
如
虚
空
」
。

如
是
滅
。

(同
)

と
引

く
。
智

假

は
心

相

が
空

で
滅

す

べ
き

も

の
が

な

い

の
を

滅

と
言

い
、

論

文

が
煩

悩

障

の
滅

を
言

う

の
を

読

み
替

え

て

い

る
。
滅

す

べ
き

も

の

が
な

い
と

は

、
転

依

の
真

如

が

空

有

不

二

の
無

性
性

で
あ

り
、

心

相

の

有

は

そ

の
ま

ま
空

で
真

如

だ

か

ら

で
あ

る
。

こ

の
時

一
切

の
雑

染

有

は

本

来

空

と
知

ら

れ
、
雑

染

種

子
識

と

し

て

の
阿

頼

耶

識

の
意

味

は

失

わ

れ

る
。

義
湘

『
一
乗

法

界

図

』

も

、

如

『
地
論
』
説
、
「非
初
非
中
後
。
前
中

後
取
故
」

「云
何
断

。
如
虚
空
」
。
如

是
断
故
、
未
断

己
還
、
不
名
為
断

。
現
断
己
去
、
名
為

旧
来
断
也
。

(同

・
七

一
四
b
)

と
、
旧
来
断
を
初
地
断
己
去
と
す
る
。

真
如

た
る
無
性
性
は
、
信
満
成
仏

の
際
に
も
証
さ
れ
る
。
『孔
目
章
』

通
観
章

は
信
満
の
梵
行
品
の
釈
で
あ
る
が
、
通
観
は

『摂
大
乗
論
釈
』

に

「観
通
境
、
名
見
道
」
「能
除
三
界
通
障
、

名
見
道
」

(大
正
三

一
・

二
〇
〇

a
)
と
、
『仏
性
論
』
に

「通
道
者
、
謂
観
真
如
、
滅
三
界
煩
悩
」

(同

・
八
〇
七

a
)
と
あ
る
如
く
見
道
を
指
す
。
見
道
は
二
回
あ
る
の
で

あ
る
。
『捜
玄
記
』
は
梵
行
品
に
四
尋
思

・
四
如
実
智

・
正
観
あ
り
と

し
、
正
観
を
三
無
性
観
と
す
る

(『探
玄
記
』
大
同
)。
こ
れ
は
初
地
の

見
道
と
等
し
い
。
そ
し
て

「無
念
理
観
、
当
是
自
体
果
浬
繋
円
寂
行
也
。

即
為
此
品
宗
」
(大
正
三
五

・
三
五
b
)

「普
賢

証
得
自
体
円
明
究
寛
因

果
。
此
解
約

一
乗
耳
」

(同

・
三
五
c
)
と
言
う
が
、

「無
念
理
観
」
は

三
無
性
観

で
あ
り
、
梵
行
品
の
宗
は
、
三
無
性
観
に
よ
り
自
体
本
有
の

仏
果
を
得
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
信
満

の
見
道
で
三
無
性
真
如
を
証

す
る
こ
と
に
よ
り
、
梵
行
品
の

「初
発
心
時
、
便
成
正
覚
」
も
あ
り
う

る
の
で
あ
る
。
通
観
章
は

「無
念
理
観
」
を

「
一
無
分
別
智
定
」
と
呼

ぶ
が
、

こ
れ
は
=義
湘

の
三
性
説
に
、

証

(
三
無
性
)
・
教

(三
性
)
両
法
、
旧
来

中
道
、

一
無
分
別
。

(大
正
四
五

・

七

=
二
a
b
)

と

あ

る

「
一
無

分

別

」

で
あ

る
。

而

し

て

こ

の
文

は
、

義

湘

が

一
乗

如

実

教
門

と

す

る
、

理
事
冥

然
、

一
無
分
別

。
体
用

円
融
、
常
在

中
道
。

(同

・
七

一
四
b
)

に
等

し

い
。
義

湘

は

三
性

を

「随

情

説

事

」
、

三

無

性

を

「随

智

顕

理

」

と

し
、

理

・
事

を

三
無

性

・
三

性

と
す

る

た

め
、

理

・
事

の

「
一
無

分

別

」

は
、

有

性

・
・無

性

の
無

分

別

た

る

無

性

性

と

判

る

(同

・
七

一
三

b
)
。
無

性

性

は

『
華
厳

経

』

の
真

如

の
た

め
、
義

湘

は

一
乗

如

実

教

門
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無
性
性

か
ら
事
事
無
礙
ま
で

(大

竹

)

二

一

と
し
た

の
で
あ
る
。
な
お
証

・
教
の
中
道
は
、
『金
剛
仙
論
』
が
有
相

の
言
教
法
を
無
相

の
証
法
に
含
め
、
「此
明
中
道
之
理
」

(大
正
二
五
・八

一
四
c
)
と
言
う

の
を
、
無
性
性

の
表
現
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た

通
観
章

は

「
一
無
分
別
智
定
」
を

「拠
其
所
剋
、

駐
雨
与
頓
教
義
同
」

(大
正
四
五

・
五
五
〇
a
)
と
す
る
が
、
こ
れ
は
禅

の
離
言
が
非
安
立
と

い
う
点

で
無
性
性
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
通
観
章
は

『宝
性
論
』

の
三
種
空
乱
意

(実
有
法
断
滅
後
時
得
浬
藥

・
以
空
為
有
物

・
離
色
等
法
別

更
有
空
)

を
離
れ
よ
と
い
う
が
、
こ
れ
は
三
種
空
乱
意
が
無
性
性

の
精

神
に
反

す
る
た
め
で
あ
り
、
『
探
玄
記
』
は
そ
れ
を
受
け
て

「自
体
本

来
空

有
不
二
不
尽
」
を
三
種
空
乱
意
の
滅
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
初

地
と
信
満
と
に
見
道
が
あ
る
内
、
智
假
が
前
者
を
重
視
す
る
こ
と
は
、

『孔
目
章
』
微
細
章
が
十
地
と
十
住
と
の
比
較
を
し
、
十
地
を
尊
ぶ
こ

と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て

『孔
目
章
』
真
如
章
は
別
教
の
真
如
を

「円
通
理
事
統
含
無
尽

因
陀
羅
及
微
細
等
」
(同
・五
五
八
c
)
と
す
る
。
こ
の
別
教

の
真
如
は
、

初
地
の
真
如

「自
体
本
来
空

有
不
二
不
尽
」
と
同
じ
で
あ
り
、
理

(空
)
と
事

(有
)
と
の
円
通

(不
二
)
が
無
尽

(不
尽
)

の
事
の
相
即

(「因
陀
羅
及
微
細
等
」、
つ
ま
り
十
玄
門
)
を
起
す
様
を
指
す
。
『法
界
図
』

は

「自

事
以
外
、
何
処
得
理
」
「事
事
相
即
」
(同

・
七

一
四
b
)
と
し
、

『探
玄
記

』
は

「円
通
諸
事
統
含
無
尽
如
因
陀
羅
網
及
微
細
等
」

(大
正

三
五

・
六
一二
a
)
と
す
る
。
後
世
に
い
う
事
事
無
礙
で
あ
る
。
『五
教
止

観
』
も
法
界
縁
起
の
法
を

「全
以
無
性
性
、
為
法
也
」
と
す
る

(大
正

四
五
・
五

一
三
a
)
。
『孔
目
章
』
性
起
章

は

「離
分
別
菩
提
心
」
(同

・

五
八
O
c
)
を
言
い
、
『捜
玄
記
』
は

「名
菩
提
心
、
為
性
起
」
(大
正
三

五
・
六
一二
a
)
と
す
る
が
、
こ
の

「離
分
別
菩
提
心
」
は

「非
有

・
有

・

不
二
・
不
尽
、
離
諸
分
別
」
な
る
無
性
性
を
知
る
心
で
あ
り
、
性
起
は

発
菩
提
心
時
信
満

で
の
無
性
性
の
証
得
と
解
さ
れ
る
。
信
満
後
、
十
住

か
ら
十
地
を
速
疾
に
経
過
し
う
る
の
は
、
無
性
性
が
事
の
相
即
を
起
す

か
ら
で
あ
る
。

初
期
別
教

一
乗
は
地
論

の
摂
論
的
解
釈

で
あ
り
、
『華
厳
経
』
の
説

く
事
の
無
礙
を
、
真
諦
三
蔵
の
無
性
性
に
よ
り
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

仏
教
の
中
国
的
改
変
と
い
う
先
入
観
に
囚
わ
れ
ず
、
古
い
イ
ン
ド
三
蔵

の
教
え
に
基
く
唯
識
思
想
と
し
て
、
華
厳
教
学
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ

ろ
う
。

<キ
ー

ワ
ー
ド
>

無
性
性

、
事
事
無
礙
、
真
諦
三
蔵

(筑
波
大
学
大
学
院
)

(後
記
)
本
稿

を
補
完

す

る
も

の
と
し

て
、

「宗
教
研
究
」
誌

三
二

二
号
掲
載

予
定

の
大
竹

「華
厳

の
三
性
説
」

が
あ
り
ま
す
。
御
併
読
下

さ

い
。
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